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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 22,282 25.1 29 ― △105 ― 233 ―

22年3月期第2四半期 17,814 △43.0 △707 ― △739 ― △642 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.99 ―

22年3月期第2四半期 △10.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 69,017 29,530 42.8 503.82
22年3月期 64,750 28,790 44.5 491.18

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  29,530百万円 22年3月期  28,790百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ― 2.00 5.00
23年3月期 ― 2.50

23年3月期 
（予想）

― 2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,000 21.0 1,000 ― 1,100 ― 600 ― 10.24



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の
業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項につきましては、四半期決算短信（添付資料）3 ページの「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 58,717,936株 22年3月期  58,717,936株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  103,949株 22年3月期  103,549株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 58,614,158株 22年3月期2Q 58,617,056株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第2四半期連結累計期間(平成22年4月1日～平成22年9月30日)における我が国経済は、中国等の新興国を中心

とした輸出の増加や政府の経済対策の効果などにより、一部景気の悪化に底打ち感がみられましたが、一方で、急激な

円高とともに株価が低迷するなど、引き続き厳しい状況で推移いたしました。また、中国との外交問題が発生するなど、

経済の先行きにはいっそうの不透明感が出てまいりました。 

当社グループの事業環境は、中国における油圧ショベルの需要が極めて好調に推移しておりますものの、その他の地

域や国内の需要は、建設用クレーンを中心に依然として低迷した状況がつづいております。このような状況下、当社グ

ループは、積極的な営業活動を行なうとともに、コスト削減の徹底を継続してまいりました。 

その結果、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は 222 億 8 千 2 百万円（前年同期比 125.1％）となりました。収益に

つきましては、営業利益2千9百万円（前年同期は7億7百万円の損失）、経常損失1億5百万円（前年同期は7億3千

9百万円の損失）、四半期純利益は2億3千3百万円（前年同期は6億4千2百万円の損失）となりました。 

 

セグメント別の状況は次のとおりであります。 

① 日本 

日本では、悪化した経済状況も徐々に落ち着きをみせ、回復傾向となってまいりましたが、主に建設用クレーン

を中心とした建設機械の受注環境は厳しく、未だ明るい兆しはみられません。売上高は 199 億 6 千 2 百万円となり、

営業利益は5億7千5百万円の損失となりました。 

 

② 中国 

中国における油圧ショベルの製造販売は、引き続き順調に推移いたしました。売上高は 54 億 3 千 3 百万円とな

り、営業利益は6億9千9百万円となりました。 

 

主要品目別の業績を示すと、次のとおりであります。 

① 建設用クレーン 

前年の極端な買い控え状況からは落ち着きを取り戻してまいりましたものの、国内・海外ともに未だ力強さに欠

ける厳しい状況が継続しております。売上高は93億7千3百万円（前年同期比107.1％）となりました。 

 

② 油圧ショベル 

中国では 20 トンクラスおよび、新たに投入いたしました 30 トンクラスの油圧ショベルが、ともに順調に推移し

ております。その他の海外地域および国内においても、徐々に落ち着きを取り戻してまいりました。売上高は 126

億6千6百万円（前年同期比143.9％）となりました。 

 

③ 路面清掃車等 

路面清掃車等につきましては、売上高2億4千2百万円（前年同期比94.0％）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産の状況） 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 42 億 6 千 6 百万円（6.6％）増加し、690 億 1 千 7 百万円となりました。こ

れは、主として受取手形および売掛金が18億 5千 2百万円、たな卸資産が20億 1千 1百万円増加したこと等によ

るものであります。 

 

（負債の状況） 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ 35 億 2 千 6 百万円（9.8％）増加し、394 億 8 千 6 百万円となりました。

これは、短期・長期借入金が22億 7千 8百万円減少しましたものの、支払手形・買掛金が59億 1千 1百万円増加

したことが主な要因であります。 

 

（純資産の状況） 

純資産は、前連結会計年度末に比べ7億4千万円（2.6％）増加し、295億 3千万円となりました。これは、利益

剰余金の増加9億5千8百万円が主な要因であります。 

 

キャッシュ・フローの状況 

当第 2 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は 103 億 3 千 8 百万円となり、

前連結会計年度末と比較して 7 億 3 千 6 百万円の減少となりました。各キャッシュ・フローの状況につきましては、

次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結累計期間における営業活動による資金は、22億 1千 2百万円の増加となりました。その主な要

因は、仕入債務の増加60億 6千 5百万円等の増加要因と、売上債権の増加19億 9千 7百万円、ならびにたな卸資

産の増加22億5千4百万円等の減少要因によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 2 四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、3 億 4 千 2 百万円となりました。その主な要

因は、工場関係の機械設備等の取得3億3千9百万円によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、23億 9千 5百万円となりました。その主な要

因は、長期借入金の増加 1 億円の増加要因と、短期・長期借入金の返済 23 億 7 千 8 百万円ならびに配当金の支払

い1億1千7百万円の減少要因によるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては、急激な経済の悪化も落ち着きをみせ、一時ほどの懸念は薄れましたものの、依然とし

て建設用クレーンを中心とした建設機械需要に力強さはみられず、不透明な状況に変化はありません。さらに、急激な

円高による輸出環境の悪化が価格競争力を弱めることとなり、取引内容の悪化を招く結果ともなっております。 

当連結会計年度（平成23年3月期）の業績見通しにつきましては、平成22年5月 14日に公表いたしました連結売上

高46,000百万円、連結経常利益1,100百万円、連結当期純利益600百万円を変更しておりません。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 

② 棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。 

 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年３月 10 日）及び

「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用し

ております。 

 

② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31 日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日)を適用

しております。 

これに伴う営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、軽微であります。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,338 11,075

受取手形及び売掛金 26,754 16,464

商品及び製品 8,087 8,178

仕掛品 3,172 2,007

原材料及び貯蔵品 6,730 5,792

繰延税金資産 1,014 1,017

その他 884 815

貸倒引当金 △118 △74

流動資産合計 56,863 45,276

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,875 3,908

機械装置及び運搬具（純額） 1,069 1,039

土地 2,744 2,548

建設仮勘定 46 159

その他（純額） 211 190

有形固定資産合計 7,947 7,845

無形固定資産 147 167

投資その他の資産   

投資有価証券 1,453 648

長期受取手形 － 8,437

破産更生債権等 2,590 2,601

繰延税金資産 1,192 825

その他 1,390 1,568

貸倒引当金 △2,567 △2,621

投資その他の資産合計 4,058 11,460

固定資産合計 12,154 19,474

資産合計 69,017 64,750
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,687 11,775

短期借入金 7,890 8,240

1年内返済予定の長期借入金 3,573 3,964

未払法人税等 92 187

割賦販売前受利息 1,219 1,245

賞与引当金 306 299

製品保証引当金 179 212

その他 612 540

流動負債合計 31,559 26,465

固定負債   

長期借入金 6,589 8,125

退職給付引当金 748 776

役員退職慰労引当金 578 579

その他 11 12

固定負債合計 7,927 9,494

負債合計 39,486 35,960

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,935 2,935

資本剰余金 7,109 7,109

利益剰余金 19,628 18,669

自己株式 △24 △24

株主資本合計 29,648 28,689

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 55 124

為替換算調整勘定 △173 △23

評価・換算差額等合計 △117 100

純資産合計 29,530 28,790

負債純資産合計 69,017 64,750
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 17,814 22,282

売上原価 16,200 19,808

売上総利益 1,614 2,474

販売費及び一般管理費   

運賃 469 490

給料及び手当 589 589

賞与引当金繰入額 181 149

貸倒引当金繰入額 － 36

減価償却費 47 47

その他 1,033 1,130

販売費及び一般管理費合計 2,322 2,444

営業利益又は営業損失（△） △707 29

営業外収益   

受取利息 20 3

割賦販売受取利息 346 322

受取配当金 9 6

持分法による投資利益 － 42

その他 69 15

営業外収益合計 444 390

営業外費用   

支払利息 170 169

為替差損 271 325

その他 34 30

営業外費用合計 477 525

経常損失（△） △739 △105

特別利益   

固定資産売却益 0 0

貸倒引当金戻入額 1 42

製品保証引当金戻入額 53 33

事業整理益 85 －

前期損益修正益 － 23

その他 － 16

特別利益合計 140 116

特別損失   

固定資産除却損 0 0

事業整理損 7 －

特別損失合計 8 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△607 10

法人税、住民税及び事業税 20 94

法人税等調整額 13 △317

法人税等合計 34 △223

四半期純利益又は四半期純損失（△） △642 233
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△607 10

減価償却費 359 357

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △9

退職給付引当金の増減額（△は減少） △82 △27

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 △1

受取利息及び受取配当金 △29 △9

支払利息 170 169

為替差損益（△は益） 54 237

持分法による投資損益（△は益） － △42

割賦販売前受利息の増減額(△は減少) △73 △25

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産除却損 0 0

事業整理益 △85 －

事業整理損失 7 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,440 △1,997

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,298 △2,254

仕入債務の増減額（△は減少） △8,462 6,065

未払費用の増減額（△は減少） △25 △13

未収消費税等の増減額（△は増加） 592 △106

その他 309 204

小計 △3,144 2,555

利息及び配当金の受取額 20 10

利息の支払額 △172 △165

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 856 △188

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,439 2,212

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,401 △339

有形固定資産の売却による収入 6 1

無形固定資産の取得による支出 △6 △0

投資有価証券の取得による支出 － △20

投資有価証券の売却による収入 － 0

その他 △25 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,427 △342
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 555 △350

長期借入れによる収入 4,300 100

長期借入金の返済による支出 △1,647 △2,028

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △263 △117

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,944 △2,395

現金及び現金同等物に係る換算差額 △43 △210

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △965 △736

現金及び現金同等物の期首残高 10,248 11,075

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,282 10,338
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 荷役機械…………建設用クレーン 

(2) 建設機械…………油圧ショベル、アースドリル 

(3) その他……………路面清掃車、万能吸引車 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
日本 

（百万円） 

中国 

（百万円） 

計 

（百万円） 

消去 

又は全社 

(百万円) 

連結 

（百万円） 

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 15,727 2,087 17,814 ― 17,814

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
1,294 ― 1,294 (1,294) ―

計 17,022 2,087 19,109 (1,294) 17,814

営業利益又は営業損失（△） △852 216 △636 (70) △707

(注) 国又は地域の区分は、連結会社の所在国によっております。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 6,186 1,039 7,225

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 17,814

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(％) 
34.7 5.9 40.6

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分の主な国又は地域 

(1) アジア……………東アジア、東南アジア他 

(2) その他の地域……ヨーロッパ、中近東、アフリカ、オーストラリア他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
荷役機械 

(百万円) 

建設機械 

(百万円) 

その他 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去 

又は全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  
(1)外部顧客に対する 

売上高 
8,753 8,803 258 17,814  －  17,814 

(2)セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  － －  －  －   － 

計 8,753 8,803 258 17,814  － 17,814 

営業利益又は 

営業損失（△） 
345 △1,096 44 △707 －  △707 
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【セグメント情報】 

１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、主に建設用クレーン、油圧ショベル及びその他の製品を製造・販売しており、国内においては当社が、海外

においては中国を加藤（中国）工程机械有限公司が担当しております。現地法人は独立した経営単位であり、取り扱う

製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及び「中国」の

２つの報告セグメントとしております。 

 

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

 日本 中国 計 
調整額 

(注) １ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注) ２ 

売上高      

(1)外部顧客への売上高 16,866 5,416 22,282 ― 22,282

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
3,096 17 3,113 △3,113 ―

計 19,962 5,433 25,396 △3,113 22,282

セグメント利益又は損失（△） △575 699 123 △93 29

(注) １ セグメント利益の調整額にはセグメント間取引消去0百万円、セグメント間未実現利益消去△94百万円が含まれ

ております。 

２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21 年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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